













































すなわち海旭の解釈でいえば世界そのものの改造を行うことで人々を救済するという、 広大な社会理想があった。この理想のもとに、海旭も当世の教育を案じ、 士舘教育を支えた恩 であった。　　
渡邊海旭は一八七二（明治五）年一月一五日、東京浅





























浄土宗門より第一期海外留学生に じられ、ドイツへ留学することになったのである。ドイツはストラスブルク（現在はフランス国内）へわ り カイザー・ウィヘルム第二世大学でロイマン博士に師事することになった。日本近代文学館所蔵「渡辺海旭履歴書」に この大学で梵文学、宗教学、哲学諸科、天主教神 科を学んだことが記されている（前掲川西著書参照 。後に芝中学校の第二代校長となる萩原雲来も、このとき海旭とともに留学した。　
留学中の前半はサンスクリット語・チベット語・パー
リ語を研究し、 れを基礎 して比較宗教 を学んだ。




は大いに飲酒をして たが、 帰国後は一変、 「新戒律主義」を唱え、 「生涯不犯」 （独身主義）と「禁酒禁煙主義」を貫いた。　
帰国してからは、宗教大学（旧浄土宗学本校、現大正
大学）や東洋大学の教授を務め、 印度哲学、 欧米の仏教、仏教史学を講じ 一九一一（明治四四）年には仏教徒社会事業の先駆けとして東京深川に浄土宗労働共済設立する。 海旭はドイツへの留学経験から、 「慈悲」 キー
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らば講師として哲学、倫理、修身などの教鞭をとり、教育者としての役割も務め、また一九二六（大正一五）年に国士舘中学校初代校長であった長瀬鳳輔が逝去した際や先覚故人祭典が行われた際には、僧侶として葬儀の導師を務めるなど、多方面において尽力し 。同年 月三日、東京飛鳥山の渋沢栄一邸において行われた国士舘長老懇談会で、国士舘及びその教育について関係者が是非を評価した「國士館関係諸先生 御批評」 （渋沢史料館所蔵資料、なお全文は本誌一二七～ 三五頁掲載）が配布された。そのなか 海旭は「他では駄目、国士館に大学を作って明年くらいからしっかりやったなら、しっかりした人物も出来る」と、国士舘教育の堅実さを提言している。のち、同年一一月二五日に丸の内銀行倶楽部で行われた「国士舘大学創立委員相談会」でも国士舘評議員と 協力 、一九三二（昭和七）年 は財団法人国士舘理事にも任命されている　
晩年、海旭は一九三二（昭和七）年一〇月に設立され












































など約八千人に見送られた。今は歴代の住職とともに、西光寺の墓に眠っている。　「明治の文明は、大体模倣の文明であつたが、大正は宜しく独創の文明と発展せねばならぬのだ」 （ 「大正の新理想」 『大民』第三巻第二号、一九一八年二月）と広大な社会理想に燃えた渡邊海旭も、物質文明に偏重し精神を忘却している教育に危惧を唱え、国士館教育に賭けてその支援に全力を注いだ国士教育の先導者・功労者であった。
